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社会福祉法人

河南町社会福祉協議会広報部会

〒585-0014
大阪府南河内郡河南町大字白木1359番地の6（河南町役場内）

TEL(0721)93-6299／FAX(0721)93-5299

河南町社協

河南町社協は、みなさまと一緒に福祉（ふだんの くらしの しあわせ）のまちづくりをすすめる社会福祉法人です
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こ
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す
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取
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す
。

▲▶さくら坂３丁目地区福祉委員会 世代間交流の様子

クリスマスイブであるこの日に合わせて、地区の子どもたちへ地区のサンタクロースか

らプレゼント！子どもたちからは「ありがとう！」との声がありました♪
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計
画
・

河
南
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
は

こ
ち
ら
か
ら



第103号 令和7年(2025)3月 社協かなん ❷

赤い羽根共同募金 総額１６０万２００５円 (前年度より３万１８７５円減)

歳末たすけあい募金 総額１０５万７５３１円 (前年度より１万９２２円減)

石川地区福祉委員会 10万円

白木地区福祉委員会 10万円

河内地区福祉委員会 10万円

中村地区福祉委員会 10万円

大宝地区福祉委員会 10万円
▽使いみち
各地区福祉委員会の小地域ネットワーク活動に
活用されます。
詳細は４・５ページをご覧ください。

河南町身体障がい者福祉協会 10万円
▽令和５年度の使いみち
野外研修活動、友愛訪問活動ほか

河南町母子寡婦福祉会 10万円
▽令和５年度の使いみち
交流活動(生け花教室・小物作り教室)ほか

生活困窮者支援事業 ６万７５３１円
生活困窮世帯へ食糧品支援(詳細は８ページ)

ふれあい映画会 ２９万円
下記をご覧ください。

令和６年度に集まった募金は大阪府共同募金会で集約され、翌年の令和７年度に大阪府下の民

間社会福祉施設や社会福祉協議会などの団体に配分され、地域での身近な福祉事業に活用、特に

町内のボランティア活動には、ほぼ100％活用されています。配分や使いみちは令和７年10月号

に掲載予定です。

募金は下記の町内福祉団体に歳末見舞金(合計70万円)として配分させていただき、下記の事業

費として活用させていただきました。

令和６年度 赤い羽根共同募金および歳末たすけあい募金明細
赤 い 羽 根 共 同 募 金 種 別 歳 末 た す け あ い 募 金

１，１６１，９７５円 地区募金(戸別・地区・自治会)

１７４，３１９円 事業所募金(会社・商店) ９２４，０００円

８８，８６３円 団体・その他 １３３，５３１円

５２，９２３円 学校募金

８１，０００円 バッジ募金(１６２個)

４２，９２５円 募金箱

１，６０２，００５円 合 計 １，０５７，５３１円

令和６年度においても、地区長・班長・民生委員児童委員・ボランティ

ア・住民のみなさまのご協力により、10月～12月にかけて赤い羽根共同

募金、12月に歳末たすけあい募金を実施することができました。心より

お礼申し上げます。

各募金の詳細や配分、使いみちは下記のとおりです。なお歳末たすけ

あい募金をいただきました方々のご芳名は６・７ページをご覧ください。

小ネット活動感謝の集い＆ふれあい映画会
を開催しました

令和７年２月15日(土)ぷくぷくドームで、

「小地域ネットワーク活動推進事業感謝の

集い＆ふれあい映画会」を開催しました。

第１部式典では、日頃より地域福祉活動

に貢献いただいている方々へ、社協会長か

ら表彰状および感謝状の贈呈をしました。

第２部事例報告では、白木地区福祉委員

会から地域の最前線で取り組まれている活

動をご報告いただきました。

第３部ふれあい映画会では、「銀河鉄道

の父」を上映し、自分が地域社会のために

できることはなにかを改めて考える機会と

なりました。

赤い羽根共同募金および歳末たすけあい募金の報告

▲表彰状贈呈の様子
▲事例報告の様子
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ボランティア・はじめの一歩！

ボランティア活動は、生活がいきいきと輝く

出会いや触れ合いがいっぱいあります。なにか

ら始めたら良いかと不安な方も、ボランティア

サロンでボランティアに関する情報や感想など

を、楽しく話しながら交流しませんか？

▼日 時：３月13日(木) 午前10時～正午

▼場 所：かなんぴあ２階ボランティアルーム

▼内 容：フェルトを使ったバッグづくり、

ボランティアに関する相談や情報提供

▼参加費：300円

在宅で介護などをされている方へ

ボランティアセンターとボランティア連絡会

が協同で、みなさんからタオルを募集し11月の

ボランティアサロンなどにおいて使い捨てタオ

ルを作成しました。在宅介護をされている方や

町内の高齢者施設へ寄贈させていただきました。

手渡す際に「(タオルを)購入しているのであり

がたいです。特にトイレなどの掃除のときに使っ

ています」「こんなにいただけるの？うれしい！」

とのお声をいただきました♪

学生生活以外の出会いと学びの場

今回、傾聴ボランティア「ロバの耳」で活動されている
現役大学生の成田さんにインタビューしました！

ボランティア活動を始めたきっかけは？
家族の話を聴きたいけど、どう聴いてあげれば良いのかと

以前から思っていて、傾聴ボランティア講座の案内チラシ

を見て参加したのがきっかけです。

ボランティア活動をしてみた感想は？
最初はとても緊張しました！傾聴は技術が必要だと思って

いたけど、自分のことも話すことで話が弾みました。楽し

かったです！自分とは違う世代と交流できる良い機会だな

と思いました。

親以上の世代の方々と一緒に活動してどうか？
ボランティアの方々が優しくて、会話に入れてくれるので
疎外感を感じることがないです。居心地が良くて、月１回
の定例会議を楽しみにしています！
学生時代の友だちとは違った、人とのつながりができる気
軽な方法のひとつがボランティア活動だなと感じました。

ガクチカ※として就活でボランティア活動の話を
「その他でなにかしたことはありますか？」の質問にボラ
ンティア活動と答えました！

同じZ世代へメッセージを！
ボランティア活動は思っていたより気構えなくて良いと思
いました。相手も世代が違うことを理解してくれているか
ら、教えてもらうつもりで良いと思ったし、昔のことを知
ることができるかなと思います！

※ガクチカ…「学生時代に力を入れたこと」
就職活動時に使用される略語

ボランティア活動をする前はどのようなイメー
被災地へ行くなど“遠出”のイメージで、“身近”なイメー
ジではありませんでした。

▲マスクをしていてもわかる素敵な笑顔の成田さん♪

高齢者施設の入居者の部屋で傾聴ボランティア活動をしている様子

▶
少
し
で
も
ほ
っ
こ
り
と
で
き
る
よ
う
に
と

包
装
を
か
わ
い
く
し
て
い
ま
す

フェルトのバッグ▶

フェルト１枚を使って
針や糸を使わずに

作ります♪
ぜひお越しください！
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大宝地区福祉委員会
╲ 「昔遊び体験」を近つ飛鳥小学校で開催 ╱

河内地区福祉委員会
╲ さくら坂４丁目地区いきいきサロンを開催 ╱

河南町地区福祉委員会研修会を開催 令和６年12月１日(日)ぷくぷくドームにおいて、
講師としてあそびの工房 もくもく屋の田川雅規
事務局長をお迎えし、河南町地区福祉委員会研修
会を開催しました。
研修会では、▽地区福祉委員は「少しのことが

できる人」で、少しのことができる人がたくさん
関わることで地域の見方が変わる▽頑張りすぎて
孤立しないようにしてほしい▽困っていることを
発信することで、みんなが助け方がわかる地域に
なる▽次の担い手のためにも楽しそうに口コミを
するなど、地域福祉活動に新たな人たちが関わっ
てもらう際のヒントを学びました。◀講師の田川様

令和７年２月16日(日)さくら坂地区集会所に

おいて、さくら坂４丁目地区いきいきサロンを

開催しました。この日は、奈良県の葛城市相撲

館「けはや座」から6名お越しいただき、相撲

甚句を楽しみました。間近で大迫力の相撲甚句

を楽しんだ後は、ボランティアの選りすぐりの

景品が当たるお楽しみの抽選会！参加者からは

「普段、出かける機会がないからうれしい」

「楽しい時間をありがとう」「これからも楽し

みです」というお声をいただきました♪

令和７年１月16日(木)近つ飛鳥小学校におきまし
て、１年生を対象に「昔遊び体験」を開催しました。

私たちが、子どもの頃に遊んでいた「紙飛行機」
「お手玉」「駒回し」「羽子板」「けん玉」の5種
目を小学校の体育館を利用して、すべての遊びが体
験できるように工夫しながら実施しました。

子どもたちの体育館を走り回る姿に、私たちも元
気をもらい大いに楽しむことができました。

▲開会式の様子 ▲遊んでいる様子
令和７年１月14日(火)一須賀老人会館にて、げん

きか～い石川を開催し、近つ飛鳥小学校２年生と世
代間交流を行いました。
はじめに歌を披露いただき、少し緊張した子ども

たちも慣れてきて、正月にちなんだ「かなんかるた」
とりをする頃には本領を発揮！そんな活き活きした
子どもたちと触れあってか参加いただいた方も、か
るたを見る目も手つきも真剣でした。

そしてお誕生日会では、子どもたちもスタッフ全
員で「ハッピーバースデー」を歌って締め括りました。

石川地区福祉委員会
╲ 近つ飛鳥小学校２年生ありがとう！ ╱
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✎小地域ネットワーク活動
地区福祉委員会を中心としながら地域の高齢

者、障がい(児)者および子育て中の親子などが

地域で孤立することなく、安心して生活でき

るよう、保健・福祉・医療の関係者と住民と

が協働してすすめる、見守り・援助活動です。

✎地区福祉委員会
地域住民やボランティア等の参画により生活

の身近な課題などを把握し、その解決のため

に個別支援や交流活動等を行っています。そ

の重点的な取り組みのひとつが小地域ネット

ワーク活動です。

中村地区福祉委員会 白木地区福祉委員会
╲ ９地区が一堂に会す新年会を開催 ╱╲ かなん桜小学校で芋煮会を開催 ╱

✎いきいきサロン

地区ごとに高齢者や子育て中の親

などを対象に、身近な会場で気軽

に集える憩いの場として地区福祉

委員会がさまざまな催しを企画し、

実施しています。

河南町においても災害はいつ起こるかわかりません。「いざ」というときには日頃からのつながりが

とても大切で、地道な地域の支え合い・助け合い活動が大きなつながりへと発展していきます！河南町

では昭和60年代から旧小学校区を単位に地区福祉委員会が立ち上がり、地域での支え合い・助け合い

活動を推進しています！

令和６年度大阪府社会福祉大会敬称略・順不同

▼大阪府社会福祉ボランティア知事表彰

櫻井 すみ子

▼大阪府社会福祉協議会会長表彰

地区社会福祉協議会役員功労 徳若 勲

地区福祉委員会 中村地区福祉委員会

【写真】左から民生委員児童委員協議会 吉岡会長、中村地区福祉委員会 古
川委員長、ボランティア連絡会 山本会長、櫻井さん、森田町長、社協 浅
野会長、徳若さん

大阪国際交流センターで開催された令和６年度大阪府社会福祉大
会において、長年の地域福祉活動へご貢献いただいている方およ
び団体が下記のとおり受賞されました。

受賞
おめでとうございます

令和６年10月29日(火)にかなん桜小学校の５

年生を対象に芋煮会で世代間交流をしました。

今年度から中村地区福祉委員会が主体となっ

て初めて150人分の芋煮を作りました。初めて

のことなので事前打ち合わせを念入りに行い、

福祉委員・ボランティアによって無事においし

い芋煮を振る舞うことができました。

また、これまで芋煮をご担当いただいたSC寛

弘寺のみなさまに感謝申し上げます。

令和７年１月26日(日)ぷくぷくドームぷくホー

ルにおいて、白木地区いきいきサロン新年会を

開催しました。

軽費老人ホーム河南荘のみなさんによる健康

体操と松竹芸能所属の暁光雄さんによる三味線

漫談ショーを楽しみました。

体操で身体を動かした後、暁さんの三味線に

合わせて歌を口ずさんだり、手拍子をしたりと

大満足のひとときでした♪
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友
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プ
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町
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光
コ
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金
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雄
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広
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装
店

北
村
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三
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合
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紀
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合
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彦
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野
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子

大
槻
登
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子
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田
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会
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本
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志
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田
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科
医
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夫
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牧
山
嘉
男

牧
山
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司
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山
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田
昌
治
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尾
敏
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林
燃
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笠
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浅
尾
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田
石
油
㈱
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光
昭

松
本
秀
雄

㈱
松
田
工
務
店

松
井
嘉
昭

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン

ニ
シ
ノ

福
本
雅
偉

福
本

猛


谷
英
一
郎

林
設
備

野
村
佳
秀

野
村
吉
則

野
村
光
良

野
村

守

野
村
雅
則

野
村
敏
嗣

野
村
寿
夫

田
中
道
憲

㈲
ス
ミ
ヤ

内
田
登
志
夫

須
原
善
之

須
原
繊
維

須
原
清
六

須
原
商
店

椙
本

均

M
atsu

da
IT

O
ffice

福
本
設
計
事
務
所

㈱
林
農
機
具
店

㈱
仲
林
建
設

仲
谷
診
療
所

㈱
ソ
レ
イ
ユ

Ｊ
Ａ
大
阪
南

河
南
支
店

菊
水
電
器

お
お
ひ
ら
整
骨
院

う
ち
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
口
モ
ー
タ
ー
ス

八
尾
製
鋲
㈱

㈱
万
代

河
南
町
店

丸
政
商
事
㈱

タ
ル
ヤ
食
品
㈱

㈱
田
中
塗
装
店

㈱
田
中
造
園

竹
田
オ
ー
ト
㈱

白
谷
生
光
園

㈱
倉
正

㈱
キ
ャ
ッ
ト
ア
イ

河
内
自
動
車
工
業
㈱

㈲
石
田
測
量
設
計

㈱
ア
ス
カ
カ
ン
パ
ニ
ー

矢
野
材
木
店

南
野
建
設

西
浦
行
政
書
士
事
務
所

N
att's

cafe

㈱
三
共
金
網
製
作
所

㈱
西
條
商
事

Ｋ
Ｂ
Ｃ
電
気(

奥
野

守)

㈱
輝
竜
運
輸
倉
庫

北
辻
し
し
ゅ
う

河
南
葬
祭

奥
野
早
苗

奥
野
惠
一

㈱
大
宇
宙
産
業

㈱
う
え
だ
フ
ァ
ー
ム


年
繁
則


年
研
一

谷

芳
清

谷

道
広

谷

政
和

武
本
良
次

武
本
吉
章

武
本
正
弘

タ
ケ
モ
ト
総
建
㈱

武
本
勇
希

竹
谷
晴
夫

竹
谷

清

斯
波

誠

北
村
三
郎

炉
端

万
長

松
田
書
道
教
室

松
田
呉
服
店

一
須
賀
地
区

大
ヶ
塚
地
区

北
加
納
地
区

南
加
納
地
区

山
城
地
区

寺
田
地
区
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令
和
６
年
度

赤
い
羽
根
共
同
募
金
募
金
箱

設
置
ご
協
力
者
ご
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
お
こ
と
わ
り

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
ご
寄
付
を
頂
い
た
方
々
の
ご
芳
名
な
ら
び
に
赤
い

羽
根
共
同
募
金
募
金
箱
設
置
ご
協
力
者
ご
芳
名
を
掲
載
し
、
謝
意
を
表
し
て
お

り
ま
す
が
、
ご
了
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
の
み
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

農
事
組
合
法
人
か
な
ん
「
道
の
駅
か
な
ん
」

河
南
町
消
防
団

河
南
町
職
員
会

河
南
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

河
南
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

河
南
町
区
長
会

大
阪
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

藤
野
興
業
㈱

阪
南
清
掃
㈱

横
田
修
作

福
田
治
彦

伸
展
テ
ク
ノ
㈱

㈱
サ
ン
ヨ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル

上
田
建
具
木
工
所(

宏
和
建
装)

今
西
自
動
車
整
備
工
場

㈲
不
二
化
成
工
業
所

林

勝

㈱
萩
交
通
サ
ー
ビ
ス

ど
ん
ぐ
り
学
園
河
南
校

さ
な
だ
鈑
金

ク
ボ
タ
サ
ン
ベ
ジ
フ
ァ
ー
ム
㈱

北
山
産
業
㈱

食
品
加
工

玉
手

河
南
紙
業
㈱

幾
谷
紙
器

山
本
昌
晴

㈲
上
田
製
作
所

山
本
金
網
製
作
所

メ
グ
ミ
ル
ク
河
南
販
売
所

中
谷
健
一

㈲
丸
山

樋
口
加
工
所

㈱
ハ
ジ
メ
キ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

平
石
地
区

白
木
地
区

長
坂
地
区

今
堂
地
区

㈱
カ
サ
ワ
キ

オ
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ

キ
ク
ス
イ

医
療
法
人
慧
愛
会

お
お
に
し
歯
科

芹
生
谷
地
区

松
本
四
郎

古
川
庭
樹
園

古
川
成


古
川
元
一

藤
山
裕
介

髙
橋
モ
ー
タ
ー
ス

久
保
田
壽
子

北
口

勉

ワ
ー
ル
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

山
本
陽
三

㈱
マ
ル
タ
カ
化
学

松
本
肥
料
店

平
田
勝
弘

武
田
文
夫

㈱
松
美
園

阪
口
敏
和

グ
リ
ー
ン
寝
具
店
㈲

い
し
だ
園

浅
井
燃
料
店中

地
区

三
好
哲
二
郎

前
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

藤
野
水
道
工
業

廣
谷
瓦
商
店

仁
和
作

中
西
石
材
店

と
お
や
ま
薬
局

大
兼
興
産

㈱
大
起
建
設

芝
本
建
設

カ
フ
ェ
・
ベ
リ
ー

㈱
カ
ナ
ン
サ
プ
ラ
イ
ズ

奥
野
モ
ー
タ
ー
ス

梅
川
商
店

浅
野
雅
美

薮
田
建
設

八
幡
建
設
㈱

名
阪
真
空
工
業
㈱

樋
口
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

豊
田
工
業
所

㈲
辻
元
電
化
セ
ン
タ
ー

㈱
タ
ナ
カ

髙
橋
自
動
車
整
備
工
場

神
山
整
骨
院

愚
留
芽

キ
ク
ス
イ
ヘ
ア
ー
ズ

カ
ラ
オ
ケ
・
キ
ッ
チ
ン

リ
ア
ン

河
南
工
業
㈱

カ
ッ
ト

ド
ゥ

カ
ワ
ジ
リ

芹
生
谷
地
区

馬
谷
地
区

神
山
地
区

一
般
社
団
法
人

富
田
林
医
師
会

山
本
典
子

近
藤
雅
美

大
林

登

今
田
清
秋

和
田
米
酒
店

理
容
イ
ワ
ハ
シ

寛
弘
寺
地
区

大
宝
地
区

富
田
林
市

さ
く
ら
坂
地
区

八
尾
市

団
体
な
ど

(

社
福)

あ
す
か
の
会

あ
す
か
の
園

Ｊ
Ａ
大
阪
南

河
南
支
店

Ｊ
Ａ
大
阪
南

石
川
支
店

コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
㈱
か
な
ん
健
康
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

軽
費
老
人
ホ
ー
ム

河
南
荘

菊
一
寿
司

河
南
郵
便
局

河
南
町
役
場

河
南
神
山
郵
便
局

大
阪
芸
術
大
学

ワ
ー
ル
ド
牧
場

ワ
ー
ル
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

菊
水
苑

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

あ
ん
り

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

ゆ
う
り

大
ケ
塚
郵
便
局

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
オ
ー
ク
ワ

河
南
店

(

社
福)

マ
イ
ウ
ェ
イ
福
祉
の
会

草
笛
の
家



第103号 令和7年(2025)3月 社協かなん ❽

社
協
か
な
ん
は
７
月
・
10
月
・
３
月
の
年
３
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
次
回
は
７
月
１
日
発
行
予
定
で
す
。

社
協
に
ご
寄
付

お
こ
と
わ
り

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々

の
お
名
前
を
掲
載
し
謝
意
を
表

し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
了
解
を

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
の
み
掲

載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
協
で
は
、
金
銭
や
物
品
の

ご
寄
付(

粗
供
養
の
志
な
ど
を
含

む)

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
次

の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た

ご
寄
付
は
、
社
協
が
実
施
す
る

事
業(

社
会
福
祉
事
業
全
般)

に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

▼
期
間

令
和
６
年
９
月
１
日
～

令
和
７
年
１
月
31
日
現
在

谷

貴
志
（

中

）

浅
尾

修
（
大
ケ
塚
）

藤
本

万
喜
（
大
宝
３
）

松
本

浩
一
（
馬

谷
）

浅
尾
宗
代
子
（
山

城
）

村
元

良
光
（
山

城
）

髙
橋

明
（
神

山
）

田
中

清
隆
（
大
ケ
塚
）

林

重
敏
（
長

坂
）

松
田
ミ
サ
ヱ
（
寺

田
）

上
田

武
夫
（
今

堂
）

新
田

晃
之
（
青

崩
）

竹
綱

顕
二
（
大
ケ
塚
）

葛

城
佐
代
子
（
寛
弘
寺
）

Ｊ
Ａ
大
阪
南
女
性
会
河
南
支
部

松
田

勝
己
（

中

）

河
合

正
紀
（
一
須
賀
）

村
元

勇
（
大
ケ
塚
）

井
元
ひ
ろ
子
（
一
須
賀
）

(

敬
称
略)

共に生きる力を育む～福祉教育～

１
月
23
日(

木)

近
つ
飛
鳥
小
学
校

に
お
い
て
、
身
体
障
が
い
者
福
祉
協

会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
協
力

を
得
て
、
自
分
と
の
違
い
や
同
じ
に

つ
い
て
考
え
る
た
め
、
身
体
障
が
い

者
福
祉
協
会
の
お
話
、
車
イ
ス
の
利

用
者
・
介
助
者
の
体
験
や
高
齢
期
を

疑
似
的
に
体
験
、
当
事
者
と
の
交
流

を
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
新
た
に
社

会
福
祉
施
設
等
連
絡
会
の
施
設
職
員

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
車
イ
ス
の

使
用
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
福
祉
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち

が
「
共
に
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
、

障
が
い
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と

の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
や
心
情
を
思
い
や
り
、
地
域

で
互
い
に
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
る

こ
と
に
触
れ
る
た
め
実
施
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
障
が
い
に

は
色
々
な
障
が
い
が
あ
る
と
わ
か
っ

た
」
「
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
が
手
伝

お
う
と
思
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

河
南
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
温
か
い
豊
か
な
心
を
育
む
取

り
組
み
に
対
し
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
団
体
の
み
な
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

▲身体障がい者福祉協会の加納さんによるお話の様子

生活困窮世帯支援

歳末たすけあい募金を活用して

対 象 町内在住で生活にお困
りの世帯など

内 容 一世帯につき
無菌米飯・レトルトカ
レー・缶詰・カップ麺

など
申込方法 社会福祉協議会窓口ま

たは電話(℡0721-93-
6299)にてお申し込み
ください。

失業や減収、物価上昇等により

生活に困窮し、日常生活の維持が

困難となっている世帯に、地域で

安心した生活が送ることができる

よう、歳末たけあい募金および善

意銀行を活用し、食糧品支援を下

記のとおり実施しています。

まずはご相談ください。(生活状

況の聞き取りあり)


